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Method（H.E. Palmer）と戦後のOral Approach（C.C. 
































キュラ ム 活 動（curriculum activities）’ と‘ 授 業
（teaching）’ の 接 点 と の 関 係 で 検 討 し（Brown，
1994）、その特徴等を考える。これは、カリキュラ
キーワード ： 国家の教育、カリキュラム活動、義務的に従うべきシラバス、目標・目的




In the Concealed Deep Place of the myths of Japanese English Education
































































































































































































ず、 学 校 で は 学 習 進 度 上 好 ま れ な い。Scot 
Thornburyはcommunicativeの 方 法 に 関 し て
“Functionを焦点にrole playや会話などinteraction 
















syllabusに 無 い 筋 立 て や 一 貫 性 を 持 ち（Nunan，
1988）、そのsynthetic syllabus同様の利点から、内
容に広がりが出る可能性を含む。又、Mohanの指摘




































































































Brown, J.D. (1994). The elements of language 
curriculum.  Boston：Heinle & Heinle. 
Cook, V. (2008). Second language learning and 
language teaching. 4th edition. London： Hodder 
Education.









Nunan, D. (1988). Syllabus design. Oxford：Oxford 
University Press.
東京新聞（2014）．“「自分で考える」力つけて”． 
東京新聞  2014, 7, 2.
